
２
月
２
日
東
京
ト
ラ
ッ
ク
健
保
会
館

に
て
、
第
３
０
回
都
本
部
委
員
会
を
開

催
し
ま
し
た
。
来
賓
含
め
全
体
で
３
９

名
の
参
加
で
し
た
。
石
塚
副
委
員
長
が
、

１
２
月
１
日
に
急
逝
し
た
遠
藤
書
記
長

に
哀
悼
の
言
葉
を
表
し
、
全
員
で
黙
と

う
を
捧
げ
た
後
、
議
長
と
大
会
諸
役
員

を
選
出
し
ま
し
た
。
つ
づ
い
て
清
水
副

委
員
長
が
、
情
勢
の
特
徴
と
運
動
方
針

案
の
ポ
イ
ン
ト
に
つ
い
て
、
判
り
や
す

く
説
明
を
し
ま
し
た
。
都
本
部
委
員
会

の
記
念
学
習
と
し
て
、
笹
山
弁
護
士
か

ら
『
日
本
経
団
連
の
「
提
言
」
に
み
る

「
労
使
自
治
」
論
の
検
討
』
と
題
し
た

講
演
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
「
労
働
基

準
関
係
法
制
研
究
会
報
告
」
で
と
り
ま

と
め
が
出
る
と
、
こ
れ
に
基
づ
く
労
基

法
改
正
論
が
出
て
く
る
。
内
容
的
に
根

本
を
揺
る
が
す
大
改
正
に
な
る
可
能
性

が
あ
り
注
意
が
必
要
。
多
数
組
合
と
の

合
意
に
よ
る
の
で
、
少
数
組
合
の
権
利

の
軽
視
と
な
り
、
労
働
基
準
の
最
低
限

を
外
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
労
働
者
保
護

が
通
用
し
な
く
な
る
恐
れ
が
あ
る
と
強

調
し
ま
し
た
。
ま
た
、
本
来
議
論
さ
れ

る
べ
き
こ
と
が
議
論
さ
れ
て
い
な
い
と

し
て
、
①
労
働
基
準
行
政
の
充
実
、
②

正
規
・
非
正
規
の
格
差
の
是
正
、
③
労

働
契
約
に
お
け
る
白
地
性
の
是
正
、
④

包
括
的
か
つ
実
効
的
な
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

規
制
の
創
設
を
挙
げ
ま
し
た
。
要
す
る

に
、
日
本
経
団
連
は
、
「
現
状
の
労
働

法
制
、
と
く
に
労
働
時
間
法
制
は
、
い

ま
の
職
場
の
実
情
に
合
わ
な
い
の
で
、

企
業
内
労
組
と
企
業
と
の
労
使
自
治
で

自
由
に
決
定
で
き
る
制
度
、
そ
し
て
企

業
内
労
組
が
な
い
職
場
に
は
企
業
内
労

組
の
機
能
を
代
替
す
る
従
業
員
代
表
と

の
間
で
企
業
が
労
使
自
治
で
き
る
よ
う

な
制
度
を
創
っ
て
ほ
し
い
」
と
政
府
に

求
め
た
と
い
う
事
だ
。
「
労
使
自
治
」

と
い
う
場
合
に
、
過
半
数
企
業
内
組
合

を
特
別
視
し
、
あ
る
い
は
過
半
数
代
表

に
特
別
な
権
限
を
与
え
る
こ
と
で
、
労

働
組
合
全
体
を
軽
視
す
る
こ
と
に
な
ら

な
い
か
、
と
批
判
し
ま
し
た
。
最
後
に
、

「
報
告
書
」
も
「
提
言
」
も
、
労
働
三

権
の
意
義
や
労
働
組
合
の
重
要
性
は
述

べ
て
い
る
。
「
労
使
自
治
」
の
主
役
と

し
て
労
働
組
合
が
位
置
付
け
ら
れ
る
こ

と
が
重
要
で
は
な
い
か
と
ま
と
め
ま
し

た
。
次
に
松
田
委
員
長
が
経
過
報
告
・

運
動
方
針
の
提
案
を
行
い
ま
し
た
。
１

０
月
９
日
ト
ラ
ッ
ク
の
日
行
動
、
生
公

連
定
期
総
会
と
担
い
手
三
法
の
改
正
、

１
１
・
７
中
央
行
動
と
ゼ
ネ
コ
ン
要
請
、

建
設
・
関
連
部
会
の
宣
伝
行
動
、
女
性

部
の
憲
法
カ
フ
ェ
、
秋
の
労
働
局
交
渉
、

２
５
春
闘
討
論
集
会
と
１
０
万
人
ア
ン

ケ
ー
ト
運
動
な
ど
を
紹
介
し
ま
し
た
。

運
動
方
針
と
し
て
は
、
物
価
高
騰
と

「
戦
争
す
る
国
づ
く
り
」
の
も
と
、
東

京
都
本
部
が
多
数
組
織
し
て
い
る
エ
ッ

セ
ン
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
の
待
遇
改
善
に

全
力
を
挙
げ
る
こ
と
、
じ
ん
肺
の
根
絶
、

高
齢
者
の
仕
事
確
保
、
学
童
保
育
の
賃

金
・
雇
用
の
確
保
、
建
設
産
別
の
４
週

８
閉
所
、
ト
ラ
ッ
ク
の
生
活
向
上
と
社

会
的
地
位
の
向
上
、
Ｊ
Ｒ
や
バ
ス
で
の

職
場
の
民
主
化
・
安
全
安
心
な
労
働
条

件
、
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
問
題
と
ハ
ラ
ス

メ
ン
ト
防
止
な
ど
を
強
調
し
ま
し
た
。

建
交
労
東
京
学
校
な
ど
学
習
の
課
題
、

共
済
を
軸
と
し
た
緩
や
か
な
労
働
者
の

組
織
化
に
も
ふ
れ
ま
し
た
。
財
政
関
係

提
案
、
書
記
局
業
務
に
つ
い
て
の
提
案

の
後
、
質
疑
・
討
論
に
４
名
が
発
言
し
、

ま
と
め
と
採
択
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
松

崎
常
任
が
春
闘
宣
言
を
提
案
し
確
認
さ

れ
、
石
塚
副
委
員
長
の
閉
会
あ
い
さ
つ

と
松
田
委
員
長
の
団
結
が
ん
ば
ろ
う
で
、

閉
会
と
な
り
ま
し
た
。

【
執
行
委
員
長

松
田

隆
浩
】

「
す
べ
て
の
労
働
者
の
大
幅

賃
上
げ
・
底
上
げ
、
労
働
時

間
短
縮
の
実
現
、
労
務
費
の

価
格
転
嫁
も
強
め
、
最
低
賃

金
全
国
一
律
１
５
０
０
円
、

東
京
は
今
す
ぐ
１
７
０
０
円
！

～
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
実
現
、

核
兵
器
禁
止
条
約
に
批
准
し
、

一
日
も
早
い
被
災
地
復
興
を

～
」
を
テ
ー
マ
に
、
国
民
春

闘
共
闘
委
員
会
・
東
京
春
闘

共
闘
会
議
は
、
中
野
ゼ
ロ
ホ
ー
ル
で
決

起
集
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
矢
吹
義
則

国
民
春
闘
共
闘
委
員
会
代
表
幹
事
は

「
物
価
高
騰
が
深
刻
な
中
、
賃
上
げ
は

待
っ
た
な
し
の
状
況
。
石
破
首
相
は
国

民
生
活
を
改
善
す
る
、
中
小
企
業
が
価

格
転
嫁
出
来
る
よ
う
な
政
策
を
打
ち
出

す
べ
き
。
労
働
者
の
７
割
が
働
く
中
小

企
業
で
の
賃
上
げ
無
し
に
経
済
発
展
も

あ
り
得
な
い
。
仲
間
を
増
や
し
命
と
人

権
を
守
る
た
た
か
い
を
共
に
頑
張
ろ
う
！
」

と
訴
え
ま
し
た
。
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建
交
労
東
京
都
本
部

第
３
０
回
委
員
会

開
催

方針提起 松田執行委員長

２５春闘勝利を目指し団結して頑張ろう！

講師 笹山 尚人 弁護士 （都本部顧問）

中野ゼロホールにて開催されました

募集資格 ： ３５歳位まで（キャリア形成のため）

仕事内容 ： 経理・総務

待 遇 ： 当社規定による・社保完備

応 募 ： 電話連絡の上、履歴書(写真貼付）を

東京都本部までお送り下さい

詳細は東京都本部までお電話ください
０３－３８２０－８６４４（平日９時半～１７時半）

労働組合運動に意欲のある方



神
田
支
部
の
春
闘

要
求
と
組
織
拡
大
に

つ
い
て
。
全
社
統
一

要
求
と
し
て
、
頭
打
ち
と
な
る
年
齢

給
を
廃
止
し
基
準
内
賃
金
に
組
み
入

れ
る
こ
と
で
賃
上
げ
や
残
業
代
単
価

の
上
昇
が
見
込
ま
れ
る
た
め
、
要
求

し
た
い
。
制
度
要
求
と
し
て
年
間
休

日
の
増
加
や
、
ガ
ソ
リ
ン
代
高
騰
に

よ
る
自
動
車
通
勤
手
当
の
増
額
に
対

し
職
場
オ
ル
グ
で
の
聞
き
取
り
で
強

い
要
望
が
あ
る
た
め
要
求
す
る
。
都

市
手
当
が
首
都
圏
近
郊
と
地
方
に
格

差
が
あ
る
た
め
、
地
方
の
底
上
げ
を

目
指
す
。
２
月
８
日
の
定
例
委
員
会

で
春
闘
要
求
を
確
立
し
、
３
月
７
日

か
ら
１
１
日
に
２
５
春
闘
交
渉
期
間

中
の
職
場
オ
ル
グ
を
実
施
し
要
求
を

集
約
し
た
い
。
組
織
拡
大
に
つ
い
て

３
月
１
７
日
～
４
月
４
日
に
か
け
て

未
加
入
者
が
多
い
職
場
に
職
場
オ
ル

グ
を
実
施
す
る
。
福
利
厚
生
と
し
て

共
済
制
度
を
未
加
入
者
に
説
明
し
て

い
き
た
い
。

１
月
に
首
都
圏
で

旗
開
き
を
開
催
し
た
。

２
月
に
東
日
本
代
表

者
会
議
を
開
催
。
２
５
春
闘
は
非
正

規
労
働
者
の
労
働
条
件
改
善
を
柱
に

す
る
。
ア
ク
セ
ス
会
社
か
ら
パ
ー
ト

労
働
者
の
定
年
を
提
案
さ
れ
、
高
齢

者
の
病
気
や
労
災
を
理
由
に
し
て
い

る
が
、
緊
急
の
申
し
入
れ
を
行
っ
た
。

今
後
団
交
で
協
議
す
る
。
Ｊ
Ｒ
東
日

本
で
は
新
年
の
社
長
挨
拶
で
人
事
・

賃
金
制
度
の
改
正
や
経
営
パ
ー
ト
ナ
ー

の
社
友
会
に
つ
い
て
触
れ
た
。
こ
の

よ
う
な
挨
拶
は
今
ま
で
な
い
。
本
日

の
学
習
会
、
労
基
法
を
無
き
も
の
に

す
る
経
団
連
の
提
起
に
つ
い
て
Ｊ
Ｒ

東
日
本
で
は
社
友
会
を
労
働
者
代
表

と
し
て
の
対
象
に
し
て
い
く
可
能
性

が
あ
る
。
貨
物
機
関
士
で
鉄
道
本
部

委
員
長
が
病
で
倒
れ
た
。
励
ま
し
も

含
め
３
月
１
３
日
（
木
）
１
３
時
Ｊ

Ｒ
貨
物
本
社
前
宣
伝
行
動
に
例
年
以

上
の
結
集
を
お
願
い
し
ま
す
。

町
田
市
が
地
区
ご

と
の
小
学
校
統
廃
合

を
計
画
・
実
施
し
て

い
る
。
１
学
校
区
１
学
童
で
運
営
し

て
い
る
た
め
、
必
然
的
に
学
童
も
統

廃
合
の
対
象
と
な
る
見
込
み
。
た
だ

統
廃
合
に
つ
い
て
の
学
童
の
情
報
が

現
場
に
お
り
て
こ
な
い
。
指
定
管
理

者
制
度
の
も
と
直
接
雇
用
は
難
し
い

現
状
が
あ
る
。
町
田
地
区
労
さ
ん
の

自
治
体
キ
ャ
ラ
バ
ン
な
ど
を
通
じ
て

町
田
市
に
対
し
、
子
ど
も
に
と
っ
て

安
全
・
安
心
の
施
設
整
備
や
職
員
の

雇
用
・
労
働
条
件
の
維
持
な
ど
に
つ

い
て
要
望
書
を
提
出
し
た
。
今
年
の

４
月
（
来
年
度
）
か
ら
自
分
達
の
事

業
所
が
統
廃
合
の
対
象
と
な
っ
て
い

る
地
区
が
あ
る
。
地
区
労
さ
ん
な
ど

と
協
力
し
て
統
廃
合
に
つ
い
て
町
田

市
の
情
報
を
注
視
し
て
い
き
た
い
。

今
後
署
名
活
動
な
ど
取
り
組
む
際
は

ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

東
京
女
性
部
は
２

月
８
日
に
大
会
を
開

催
。
東
京
女
性
部
ニ
ュ
ー

ス
２
月
号
で
昨
年
１
１
月
に
大
阪
で

開
か
れ
た
建
交
労
全
国
女
性
部
第
２

５
回
定
期
大
会
を
紹
介
し
た
。
「
大

阪
社
会
保
障
推
進
協
議
会
の
寺
内
順

子
事
務
局
長
を
講
師
に
招
き
学
習
会

を
開
催
し
た
。
愛
知
保
育
パ
ー
ト
支

部
か
ら
は
名
古
屋
市
が
私
立
保
育
園

で
会
計
年
度
任
用
職
員
と
し
て
働
く

１
８
０
０
人
の
う
ち
１
２
０
０
人
を

解
雇
し
て
新
た
な
職
員
を
公
募
す
る

問
題
に
つ
い
て
報
告
が
あ
っ
た
。
シ

ン
グ
ル
マ
ザ
ー
が
雇
い
止
め
さ
れ
た

ら
ど
う
や
っ
て
子
ど
も
を
養
え
ば
い

い
の
か
な
ど
切
実
な
声
が
出
さ
れ
た
。
」

建
交
労
中
央
本
部
は
「
全
組
合

員
参
加
で
賃
金
闘
争
を
展
開
し
よ

う
、
各
地
で
と
も
に
闘
う
仲
間
を

増
や
そ
う
～
共
同
の
力
で
核
兵
器

の
な
い
、
平
和
な
社
会
を
実
現
し

よ
う
～
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
２

５
春
闘
の
方
針
を
決
定
す
る
第
２

６
回
委
員
会
を
台
東
区

民
会
館
で
開
催
し
ま
し

た
。
開
会
挨
拶
を
し
た

足
立
浩
中
央
執
行
委
員

長
は
「
歯
止
め
の
な
い

物
価
高
騰
に
よ
る
日
常

生
活
の
困
窮
は
、
労
働

者
・
国
民
生
活
を
苦
し

め
、
大
幅
賃
上
げ
な
し

に
生
活
を
維
持
す
る
こ
と
が
厳
し
い

情
勢
と
な
っ
て
い
る
。
労
働
者
の
７

割
が
働
く
中
小
企
業
が
日
本
経
済
を

支
え
て
い
る
。
大
企
業
が
貯
め
込
ん

だ
内
部
留
保
を
転
嫁
さ
せ
、
大
義
あ

る
春
闘
を
お
お
い
に
た
た
か
お
う
」

と
訴
え
ま
し
た
。
建
交
労
の
統
一
要

求
と
し
て
、
平
均
賃
上
げ
に
つ
い
て

正
規
雇
用
労
働
者
１
人
あ
た
り
月
額

平
均
３
８
０
０
０
円
以
上
、
日
給
１

９
０
０
円
以
上
を
引
き
上
げ
る
こ
と

な
ど
を
決
議
し
て
い
ま
す
。
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神
田
支
部吉

田

亮
太

さ
ん

質疑・討論

鉄
道
東
京
地
本

井
上

敏

さ
ん

建
築
設
計
支
部

宇
津
井

よ
り
か

さ
ん

開会挨拶 石塚副委員長

■３月 ６日（木）１０時～建交労中央行

動／衆議院第一議員会館（大会議室）

■３月 ９日（日）１０時～トラックパレー

ド沿道激励／東京都本部７階（門前仲町）

■３月１３日（木）１０時～バス関連支部

（京王新労組）ストライキ集会京王電鉄本

社前（京王線 聖蹟桜ケ丘駅）

１３時～鉄道本部貨物協議会 ＪＲ貨物

本社前行動／ＪＲ新宿駅

組合掲示板

２
０
２
４
年
１
２
月
２
２
日
（
日
）

三
多
摩
支
部
は
第
５
０
回
定
期
大
会
を
、

三
多
摩
地
区
協
議
会
は
第
２
３
回
の
定

期
総
会
を
、
三
多
摩
労
連
２
階
会
議
室

に
て
開
催
し
ま
し
た
。
三
多
摩
支
部
・

三
多
摩
地
区
協
議
会
は
、
バ
ス
、
生
コ

ン
、
学
童
、
競
走
、
高
齢
者
な
ど
、
多

業
種
の
仲
間
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

大
会
議
長
は
、
八
王
子
地
域
労
組
分

会
書
記
長
で
東
京
労
働
者
学
習
協
会
の

千
葉
光
常
任
幹
事
が
務
め
ま
し
た
。
町

田
学
童
保
育
分
会
で
は
、
町
田
市
が
発

表
し
た
２
０
４
０
年
ま
で
に
現
在
の
小

中
学
校
の
数
を
３
分
の
２
に
統
廃
合
す

る
と
い
う
計
画
に
連
動
し
て
学
童
保
育

事
業
所
も
縮
小
さ
れ
る
こ
と
に
つ
い
て
、

保
育
の
質
の
低
下
や
雇
用
の
確
保
が
課

題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
競
走
分
会
で
は
、

立
川
競
輪
場
の
建
替
え
計
画
に
伴
い
、

非
正
規
労
働
者
の
雇
用
や
労
働
条
件
の

維
持
が
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

バ
ス
関
連
支
部
（
京
王
新
労
組
）
で
は
、

三
多
摩
労
連
や
三
多
摩
春
闘
共
闘
に
都

本
部
を
代
表
し
て
結
集
し
な
が
ら
、
引

き
続
き
大
手
企
業
に
お
け
る
労
働
条
件

を
勝
ち
取
る
た
め
の
た
た
か
い
を
続
け

て
い
ま
す
。
い
ず
れ
の
組
織
の
課
題
も
、

情
報
収
集
と
共
有
を
大
切
に
し
、
署
名

活
動
な
ど
支
部
や
地
区
協
議
会
を
揚
げ

て
支
援
す
る
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

三
多
摩
支
部
執
行
委
員
長
：
斉
藤
芳
和

（
三
多
摩
ト
ラ
ン
ス
ポ
ー
ト
分
会
）

書
記
長
・
会
計
担
当
：
小
池
享
子
（
八

王
子
学
童
保
育
分
会
）
三
多
摩
地
区
協

議
会
議
長
：
佐
々
木
仁
（
バ
ス
関
連
支

部
（
京
王
新
労
組
）
）

【
都
本
部
執
行
委
員
笹
原
和
樹
】

開会挨拶 足立 浩 中央執行委員長

三多摩支部 団結して頑張ろう！

三
多
摩
支
部
町
田
学
童
保
育
分
会

赤
澤

か
お
り

さ
ん


